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学位論文内容の要旨 

肺高血圧症は、しばしば右心不全を引き起こし臓器障害を引き起こす。Shear wave 
elastography（SWE）は、組織を非侵襲的に評価する新たな超音波技術である。一部の研

究では、Shear wave dispersion slope（SWDS）により、心不全による肝障害を早期に評価

できることが報告されている。本研究では、肺高血圧患者における肝臓の SWDS の予後へ

の影響を評価した。2018 年 3 月から 2021 年 4 月までに岡山大学病院で SWE を受けた肺

高血圧患者 36 名を対象とした。SWDS の中央値に基づいて、低 SWDS 群（SWDS＜12.4m/
秒/kHz、n＝18）と高 SWDS 群（SWDS≧12.4m/秒/kHz、n＝18）の 2 群に対象を分けた。

主要評価項目は、全死亡または心不全入院の複合とした。391±288 日の観察期間中に、8
人の患者に死亡または心不全入院が発生した。低 SWDS 群では 1 名が死亡した。高 SWDS
群では 3 人が死亡し、4 人が心不全で入院した。Kaplan-Meier 解析では、無イベント生存

率は高 SWDS 群で有意に低かった（log-rank、P = 0.01）。単変量 Cox 比例ハザード解析で

は、高 SWDS は主要評価項目と関連していた（ハザード比 10.8、95％信頼区間 1.89-202、
P = 0.005）。高 SWDS は、肺高血圧患者のイベント発生率の高さと関連していた。SWDS
は、肺高血圧患者の予後予測に有用である。

論文審査結果の要旨 

この研究は肺高血圧症により生じる、心肝関連疾患における肝臓障害の研究である。肺高

血圧症はしばしば右心不全を引き起こす。Shear wave elastography（SWE）は、組織を非

侵襲的に評価する新たな超音波技術である。一部の研究では、Shear wave dispersion slope
（SWDS）により、心不全による肝障害を早期に評価できることが報告されている。本研究

では、肺高血圧患者における肝臓の SWDS の予後への影響を評価した。 
予備審査における疑問点、問題点：この研究の結果には既知の血液学的バイオマーカーに

関する記載がなく、SWDS の裏付けとなるデータが十分示されていない事が指摘された。

特にSWEとSWDSの関係性について、論文内でのデータの解釈に対する議論がなされた。

SWDS は肝臓に繊維化が起こる前の初期の変化を見ている可能性が高く、治療開始や効果

判定には今後重要になる可能性が高いことが結論づけられた。この上でのこの研究の結果

は、臨床上も有用な情報をもたらすと判断された。更なる研究の成果を期待したいと考えら

れた。したがって、この結果は重要な研究成果と考えられ、この研究は価値ある業績と認め

られた。

よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。

Shear Wave Dispersion Slope of the Liver Can Predict Adverse 
Outcomes in Patients with Pulmonary Hypertension  
（肝臓の Shear wave dispersion slpoe は肺高血圧症患者の予後を予測

し得る）


